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校務支援システムSchool Engineとのデータ連携の流れ
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1, 学籍番号（キー）の登録

2, 得点入力

3, 観点別集計表を出力

4, 出力したExcelデータを確認

5, School Engineに取り込む



１, 学籍番号（キー）の登録
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School Engineの学籍番号（キー） を登録します。
※転入生に関しても、都度、School Engineの学籍番号（キー）を登録を行います。



2, 得点入力（点数入力）
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クラス、学期、教科を選択

得点を入力します ソフトキーボード
クリックすると右側のように表示が変わ
ります。
「簡易入力モード」「電卓モード」 に切
り替えできます。

カーソルの移動方向
を設定します（次の入
力への移動方向）



３, 得点集計（観点別集計表）
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クラス、学期、教科を選択

入力はできません

観点別集計表 を選びます

校務連携ボタンを押します

連携先の校務支援システムに合わせた変更を行い出力します
①教科名、②観点の並び順、③観点名、④評価記号

①～④の設定が完了後、連携先システムをプルダウンで選択
全教科出力を行います

①
②

③

④　



４, 出力したExcelデータの確認
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School Engine連携とのデータ連携の流れの注意点

・School Engineとの連携は、成績一覧入力の連携が可能です。

・School Engine側に評価を入力されていた場合、 Excelを取り込むとデータは 上書きされます

・はなまるクラウドから出力した Excelは、そのままSchool Engine側で取り込まれない可能性がござい

ます。取り込む前に、 出力したExcelに問題がないか必ず確認 を行ってください。

　　①学籍番号（キー）

　　②観点表記

　　③教科表記

　　④評価記号

　※すべてSchool Engine側の設定と合致していないと、データが取り込まれません

　※評価の変更は、 Excel上で修正を行います

　※学籍番号（キー）は、転入生分も忘れずに登録をお願いいたします



４, 出力したExcelデータの確認＜全教科・School Engine＞
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①「学籍番号（キー）」が入っているか

②教科表記が合っているか

①～③の内容を確認し、異なっていたら Excel上で変更します

③評定記号が合っているか
ＡＢＣ→３２１など
※評定の内容を変更したい場合、Excel上で変更します。
※評定は各児童の総得点の判定/評定が反映されます。



School Engineを開き
メインメニュー⇒学級担任⇒クラス選択⇒成績一覧入力
「読み込み」ボタンをクリックし、「はなまるクラウド」で出力したファイルを選択します

「読み込み」をクリック

「はなまるクラウド」で出力した
ファイルを選択します

データが読み込まれましたら、作業完了となります。
引き続き「School Engine」で通知表の作成を行ってください。
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５, School Engineに取り込む　＜School Engineへの取り込み＞
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その他、ご不明点等ございましたら、下記連絡先までお気軽にお問い合わせください。

　　　お問い合わせフォーム　https://djn.tayori.com/f/soft/


